
－１-１－ 

「総合点検」 １－１ ダム管理用制御処理設備（ダム情報処理装置、ダム放流設備制御装置）１／４ 

№ 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 

点検周期 

使用測定器等 点検目的の概要 備   考 毎

日 

１

ヶ

月 

２

ヶ

月 

３

ヶ

月 

６

ヶ

月 

12

ヶ

月 

１ 時計装置の確認 システム時計装置の時刻及び親時計と同期をとっている関連

設備の時計の時刻について、下記範囲かどうかを確認し、ズ

レがある場合は、標準設定値に修正する。

・時報と親時計の時刻差が±30秒以内

・親時計と各装置の時刻差が±30秒以内

○ 関係する装置が正常に機能するための基本情報

を確認する。 

各時計装置の時刻が合っているかどうかを確認

するが、データ集配信を正常に行うために、関係

する各設備の時刻をずらして運用しているダ

ム・頭首工においては、設定している時刻を確認

する。 

２ 

デ
ー
タ
の
確
認

収集データの確

認 

計測装置、テレメータシステム及び他のシステムからの収集

データについて、接続先装置と表示・記録データとの相互比

較により確認対照データを点検する。 

○ 貯水位等の計測値、雨量等テレメータ装置による

観測値の入力機能が正常であることを確認する。 

確認方法は、接続先装置の記録等と操作卓、表示

盤の表示、表示用端末装置、記録用端末装置の表

示等を比較することによって実施する。 

確認対象データは､各ダ

ム･頭首工毎に日常的に

確認が必要なデータを

定めて､実施するものと

する。

配信データの確

認 

他のシステムへの配信データについて、接続先装置と表示・

記録データとの相互比較により確認対象データを点検する。 

○ 転送するデータの出力機能が正常であることを

確認する。 

確認方法は、転送先装置の記録等または転送先に

電話等で確認することによって実施する。 

確認対象データは､各ダ

ム･頭首工毎に日常的に

確認が必要なデータを

定めて､実施するものと

する。

データの変化状

況の確認 

①操作卓、表示盤、各端末装置（表示用端末装置、操作設定

用端末装置等）等への表示内容を相互比較して、一致してい

ることを確認。

②各数値データの変化状況について最終変化からの経過時間

を確認し、異常の有無を点検する。

③各状態データについて、次を点検する。

・監視表示及び通報・警報記録により警報発生の有無を点検

する。

・警報が発生していなくても、ゲート関係の状態表示につい

て、通常状態と変化がないかを点検する。

○ 操作卓、表示盤、各端末装置の表示（時系列デー

タ表示）が正常であることを確認する。

確認は、下記の点について異常がないかどうか、

各装置の相互比較により行う。

・表示内容が各装置で一致しているかどうかを

確認する。

・数値データの変化（無変化）状況を確認する。 

・警報発生状態を確認する。

・ゲート関係の状態表示が正常であるかどうか

を確認する。

確認対象データは､各ダ

ム･頭首工毎に日常的に

確認が必要なデータを

定めて､実施するものと

する。

３ ハードウェア動作状況等

の確認

各機器の異常表示等により異常の有無を目視点検する。また、

目視または聴覚で確認可能なファン動作の確認と機器外面の

清掃を行うが、機器毎の点検項目については別表「機器単体

点検表」による。 

○ 機器障害の早期発見のために実施する。 実施周期について

は各ダム・頭首工

毎に決定する。 



－１-２－ 

「総合点検」 １－１ ダム管理用制御処理設備（ダム情報処理装置、ダム放流設備制御装置）２／４ （訓練機能を具備しないダム・頭首工は、可能な項目を選択して実施） 

№ 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 

点検周期 

使用測定器等 点検目的の概要 備     考 毎

日 

１

ヶ

月 

２

ヶ

月 

３

ヶ

月 

６

ヶ

月 

12

ヶ

月 

４ 設定値等の確認 各種定数について、定数変更記録の点検を行い、管理者への

確認等により、変更内容の妥当性の確認を行う。 

     ○  定数変更ミスの有無確認のために点検する。  

５ 通報・警報の確認 水位データに関する通報・警報の判定用設定値を超えた値を

設定し、通報・警報動作が正常かどうかを確認する。 

     ○  水位データの通報及び警報判定機能を確認する。 

（対象データを変化させることが難しい場合にお

いては、判定用設定値を変更設定することにより

機能確認を行っても可。ただし、設定値を元に戻

したことを必ず確認すること。） 

対象データが多い

場合は、ダム・頭

首工毎に重要デー

タに絞って実施し

ても可。 

６ 操作量演算及びゲート操

作機能の確認 

試験（訓練）モードにて点検用ハイドロデータを基に、次の

各機能を確認する。 

 ①操作量演算処理 

 ②ゲート操作処理 

 

入力データから得られるべき出力（結果）データが妥当かど

うかの判断をする。 

     ○  洪水時の操作量演算及びゲート操作機能の確認の

ために点検を行う。試験（訓練）装置を使用して

実施する。 

（1）シミュレーションにより、各制御方式（放    

   流方式）の動作及び制御方式（放流方式） 

   移行点の動作を確認する。 

（2）各ゲートに対する目標放流量の配分及びゲ 

   ートの目標開度時計算が正しく行われるこ

とを確認する。 

（3）ゲート制御装置、入出力処理装置等により、 

   ゲートの開閉操作が正しく行われることを 

   確認。 

訓練機能及び洪水

時の操作演算機能

を具備しているダ

ム・頭首工のみ 

７ システム復旧機能の確認 フェールセーフ機能として電源障害時の処理及び復旧時のシステム復 

旧機能を持つ場合はその動作確認と所要時間を測定する。  

     ○  フェールセーフ機能の確認のため、停電時、復電

時の機能を確認する。 

ﾌｪｰﾙｾｰﾌ機能として持

つダム･頭首工のみ 

８ システムバックアップ機

能の確認（冗長機能の確

認） 

演算処理装置Ⅰ系、Ⅱ系の切替を行い、水文量データの連続

性を表示等で確認する。 

     ○  フェールセーフ機能の確認のために行い、演算処

理装置Ⅰ系、Ⅱ系の切替動作確認する。 

実施にあたっては上位のデータ処理局に影響を与

えないこと。 

演算処理装置が二

重化されているダ

ム・頭首工のみ 

９ 遠方手動操作の独立性の

確認 

演算処理装置等の停止または異常を発生させ、ゲート遠方手

動操作機能に影響がないことを確認する。 

     ○  フェールセーフ機能を確認する。 

停止または異常を強制的に発生させる装置は、遠

方手動操作に無関係な装置とする。 

実施にあたっては上位のデータ処理局に影響を与

えないこと。 

 

10 イリーガル及びイレギュ

ラー状態の点検 

①異常設定値入力時の棄却検定機能の点検 

 表示設定操作卓等から、各設定値について設定範囲を超え  

 たデータを設定した時、入力できないことを確認する。 

     ○  フールプルーフ機能を確認する。 

設定値は次のとおりとする。 

・設定水位、設定流量、設定開度等の演算条件設定値  

操作量演算機能を

有するダム・頭首

工のみ 

②除外ゲート処理 

 自動または半自動操作演算中に除外ゲートを発生（異常発 

 生、除外指定）させ、操作演算の連続、目標値の操作対象 

 ゲートへの分配が操作ルールに基づき正常に行われるかど 

 うかを確認する。（次式） 

除外無の目標放流量≒除外有の目標放流量 

     ○  フェールセーフ機能およびフールプルーフ機能を

確認する。 

除外の条件は、除外設定するゲートを半開状態の

条件において実施する。 

操作量演算機能を

有するダム・頭首

工のみ 

③定数変更操作による確認 

 自動または半自動操作演算中に制御用定数の変更操作を行 

 い、システムの動作状況を確認する。 

     ○  フェールセーフ機能およびフールプルーフ機能を

確認する。 

変更操作を行う定数は、操作量演算に関する定数

とする。 

操作量演算機能を

有するダム・頭首

工のみ 

 



－１-３－ 

「総合点検」 １－１ ダム管理用制御処理設備（ダム情報処理装置、ダム放流設備制御装置）３／４ 

№ 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 

点検周期 

使用測定器等 点検目的の概要 備     考 毎

日 

１

ヶ

月 

２

ヶ

月 

３

ヶ

月 

６

ヶ

月 

12

ヶ

月 

11 

ゲ
ー
ト
遠
方
操
作
の
確
認 

遠方操作による

ゲート動作確認 

ダム・頭首工毎に定めた操作対象ゲートに対して、遠方手動

操作によりゲート操作を行い、動作特性等の確認を行う。 

     ○  機械設備と同時期に実施するものとし、主にゲート

の操作・監視機能を機械設備と合わせて確認する。  

操作対象ゲートと操作範囲は各ダム・頭首工毎に

定めるものとする。 

ｹﾞｰﾄ門数の多いダム･頭

首工においては複数年

度に亘りﾛｰﾃｰｼｮﾝを組ん

で実施することも可。 

監視情報の確認 機側操作盤から監視情報（故障信号、状態信号）を発生させ、

ダム・頭首工コンで正常に処理されることを確認する。 

①全開リミットスイッチ動作 

②３Ｅ、漏電などの保護回路動作 

③通常動作させることの少ない予備ゲート等のＳＶのインタ 

 フェース確認 

④その他必要なもの 

     ○  機側操作盤とのインタフェースの整合性の確認を行う 

ために行う点検とするが、通常発生する頻度の少ない信号

を主な確認項目について、機械設備と合わせて確認する。 

監視情報は極力ゲートの動作により確認することを 

原則とするが、実動作ができない場合においても、機械 

設備からリミットスイッチ動作など可能な限り、実機に 

近い部分から故障信号、監視信号を発生させ、ダム・頭首工 

コンで正常に処理されることを確認する。予備ゲート 

ＳＶをダムコンに入力しているダムで、遠方操作機能 

のない場合には、機側操作によりＳＶの確認を行う。 

 

ゲート全閉付近

での設定値の確

認 

全閉付近の設定値を確認し、ゲート動作に支障が生じないこ

とを、遠方手動操作と開度設定値 1 回限り操作を実施して確

認する。 

①全閉エラー範囲 

②開度 0から全閉ＳＶオンまでの時間 

③全閉状態からゲート動作させ、全閉ＳＶオフまでの時間 

     ○  ゲート全閉付近の機械的な条件にダム・頭首工コンが 

対応しているかどうかの点検とする。 

機械設備と同時期に実施するものとし、主にゲート 

の操作、監視機能を機械設備と合わせて確認する。 

・全閉時マイナス開度設計値 

・動作速度設計値 

・開度 0→全閉までの所要時間設計値 

・その他各種設計値 

半自動・自動操作

または開度設定値

一回限り操作機能

を有するダム・頭

首工のみ 

12 

フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
等
安
全
機
能
の
確
認 

非常停止操作、ゲ

ート動作中警報

の確認 

ゲート動作中に、次を確認する。 

①ゲート動作中警報が吹鳴すること。 

②非常停止操作により、ゲートが停止すること。 

     ○  フェールセーフ機能を点検する。 

機械設備と同時期に実施し、確認を行うものとする。 

機側操作及び遠方手動操作の両者において実施する。 

 

動作制限タイマ

の確認 

ダム・頭首工コンと機側操作盤内の動作制限タイマーに関し

て、次の確認を行う。 

①遠方と機側のタイマー値の妥当性確認 

 ・T1,T2,T3各設定値の設計動作時間 

 ・T1＞T2＞T3 

②タイマー動作の確認 

 遠方手動操作によりゲート操作を行い、そのまま放置し、 

 タイマー動作によりゲートが停止することを確認する。 

     ○  フェールセーフ機能を点検する。 

機械設備と同時期に実施し、確認を行うものとする。 

 T1：機側操作盤のハードタイマー 

 T2：①光ケーブル伝送方式の場合 

    機側伝送装置のハードタイマー 

   ②メタルケーブル伝送方式の場合 

    入出力処理装置/前処理装置/入出力中継装置 

    等のハードタイマー 

   （遠方手動操作のタイマー） 

 T3：入出力処理装置/ゲート制御装置等のソフト    

  タイマー 

 （自動/半自動/一回限り操作系操作のタイマー） 

機側操作盤とダ

ム・頭首工コンが

機側伝送装置を介

さず直接接続され

るシステムにおい

ては、機側伝送装

置のタイマー確認

は除外する。       

ゲート操作の優

先順位の確認 

操作演算または開度設定値一回限り操作でゲート操作を行う過程に 

おいて、次の操作によりゲートが停止することを確認する。また、 

元に戻すことにより停止したゲートが再起動しないことを確認する。 

①機側操作盤の「子扉開」操作 

②遠方手動操作モードへの切替 

③非常停止操作 

④動力電源の「断」操作 

     ○  遠方からのゲート操作において、主にヒューマン

エラーを想定した操作の基本的な優先処理機能

を確認するための点検とする。 

機械設備と同時期に実施するものとし、主にゲー

トの操作・監視機能を機械設備と合わせて確認す

る。 

半自動・自動操作

または開度設定値

一回限り操作機能

を有するダム・頭

首工のみ 



－１-４－ 

 

「総合点検」 １－１ ダム管理用制御処理設備（ダム情報処理装置、ダム放流設備制御装置）４／４ 

№ 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法 

点検周期 

使用測定器等 点検目的の概要 備     考 毎

日 

１

ヶ

月 

２

ヶ

月 

３

ヶ

月 

６

ヶ

月 

12

ヶ

月 

13 電源断による動作確認 機側操作盤操作回路を停電させ、発生する監視情報を確認す

る。ゲート毎に個別に状況を把握し点検する。 

①停電時における遠方側の表示の確認 

（機側操作盤の操作回路で b接点を使用した信号有無確認） 

②開度が異常とならないかどうかの確認 

     ○  電源障害時のシステムの挙動確認のための点検

とする。 

機械設備と同時期に実施するものとし、主に実ゲ

ートの操作・監視機能を機械設備と合わせて確認

する。 

 

14 発電設備との連携動作確

認 

管理用発電設備との接続があり、かつ振替放流機能を有する

場合は、発電設備を停止させて、振替動作を確認する。 

     ○  発電設備停止時の対応機能の確認のための点検

とする。 

機械設備と同時期に実施するものとし、主に実ゲ

ートの操作・監視機能を機械設備と合わせて確認

する。 

管理用発電設備を

有し、かつ振替放

流機能のあるダム

のみ 

15 供給電源切替試験 供給電源を、商用電源から予備発電設備へ切替を行い、シス

テムの稼動状況を確認する。 

     ○  運用の停電を想定し、予備発電機で運用中のゲー

ト操作を確認するための点検である。 

機械設備と同時期に実施するものとし、主に実ゲ

ートの操作・監視機能を機械設備と合わせて確認

する。 

 

16 関係書類点検 ①点検記録簿、点検報告書、障害記録簿 

 整理・保管・最新性が維持されていることを確認 

②完成図書、改造関係図書（関連設備の取扱説明書、図面、 

 改造履歴等）が、整理・保管されていることを確認。 

③緊急時の連絡体制表の最新性が維持されていることの確認 

④点検設備マニュアルの最新性が維持されていることの確認 

     ○  通常運用や障害時等の緊急時に適切な対応がで

きるように、関係する図書類の保管状況、最新性

の維持について確認するための点検である。 

 

 

 



－１-５－ 

 

Ｂクラス 

Ｃクラス 

Ｄクラス 

ダム情報処理設備（ダム・堰施設技術協会仕様）構成 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

自
然
調
節
ダ
ム 

 

  

ダ 
 
 
 

ム 

洪水吐けゲート無し 

全開・定開度 

利水放流設備：無 

利水放流設備：有 

洪

水

吐

け

ゲ

ー

ト

有

り 

 

 

ゲ

ー

ト

調

節

ダ
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Ａクラス 

洪水吐け１種類 利水放流設備：無 

利水放流設備：有 

洪水吐け２種類 利水放流設備：無 

利水放流設備：有 

洪水吐け３種類 利水放流設備：無 

利水放流設備：有 

注１）洪水吐け１種類･･････非常用、常用、小出用水も全て１つのタイプの放流設備で対応する 

   洪水吐け２種類･･････非常用と常用・小出用水の２つのタイプの放流設備を持つダム 

   洪水吐け３種類･･････非常用と常用・小出用水の３つのタイプの放流設備を持つダム 

 

注２）ダム情報処理設備標準仕様書（第 1次案 平成 4年 3月）による 

別図１－１ ダム情報処理設備のシステムレベル 
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ダム情報処理（ダム放流設備制御装置）のシステム構成〔解説〕 

 

１．ハードウェアのシステム構成 

  ダム情報処理（ダム放流設備制御装置）のハードウェアシステム構成を図１－２（１）～図１－２（３）に示す。 

  図１－２（１）は、システムレベルＡのシステム構成で、自然調節方式のダムを対象としたシステムである。 

  図１－２（２）は、システムレベルＢからＤのシステム構成で、洪水吐けゲートを有するダムを対象としたもので、洪水吐けゲートの構成によりＢからＤに分類される。 

  また、図１－２（２）は、機側と管理所間の信号伝送に光ファイバーケーブルを使用したシステム構成であり、図１－２（３）は、メタルケーブルにより伝送するシステム構成である。 

  新仕様により製作したダムコンをダム建設時に設置したダムでは、図１－２（２）の構成が多く、更新により新標準仕様で製作したシステムを設置し、機側～管理所間の信号伝送路として既設の 

  ケーブルを使用したダムでは図１－２（３）の構成が多い。 

 

２．ダム情報処理（ダム放流設備制御装置）の機能体系を図１－３（１）～（２）に示す。 

  図１－３（１）は、システムレベルＡの機能構成であり、図１－３（２）はシステムレベルＢ～Ｄの機能を示す。 
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                                                                （注１）―点鎖線の部分がダム情報処理装置の範囲を示す。 

                                                                （注２）    の部分は別途施工を示す。 

                                                                （注３）※１はオプションとする。 

 

                                    

事務室 

所長室 

前処理装置 

M:結合装置 

※１ 

 図１－２（１） ダム情報処理装置システム構成図（１／３） （システムレベルＡ） 
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                                                                （注１）―点鎖線の部分がダム情報処理装置の範囲を示す。 

                                                                （注２）    の部分は別途施工を示す。 
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M:結合装置 

 図１－２（２） ダム情報処理装置システム構成図（２／３） （システムレベルＢ～Ｄ、光ファイバーケーブル伝送方式） 
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                                                                （注１）―点鎖線の部分がダム情報処理装置の範囲を示す。 

                                                                （注２）    の部分は別途施工を示す。 

 

 

  

 

前処理装置 

M:結合装置 

 図１－２（３） ダム情報処理装置システム構成図（３／３） （システムレベルＢ～Ｄ、メタルケーブル伝送方式） 
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図１－３（１）ダム情報処理装置の機能構成（システムレベルＡ） 

データ収集機能(入力処理) 

（１）貯水位の入力 

（２）開度の入力 

（３）機側状態信号の入力 

（４）観測雨量の入力 

 (５) 河川水位の入力 

 (６) 時刻信号の入力 

 (７) その他の設備からのデータ入力  

 (８) 一次加工処理  

   標高変換、０点補正、水位平滑等 

システム制御機能 

（１）時刻の管理機能 

（２）停電、復電の処理機能 

（３）処理系の切替機能 

（４）各種バックアップ機能 

演算機能 

（１）流入量、放流量等ダム諸量の演算 

（２）時間雨量、河川流量等テレメータ 諸量の演算 

（３）各種集計処理 

   日集計、月集計、年集計 

（４）その他の演算処理 

 (５) ファイルの作成、保存などのファイル処理機能 

監視機能 

（１）ダム諸量の監視 

   貯水位、流入量放流量などの監視 

（２）テレメータ諸量の監視 

   雨量、河川水位、河川流量の監視 

（３）機器異常、装置異常などの監視 

ゲート操作機能 

（１）利水バルブ等の設定値制御の機能 ※ 

（２）遠方手動操作の機能 

（３）利水バルブ等の動作監視機能 

 (４) 異常時のバルブ制御停止機能  

表示等の機能 

 (１) 数値データの表示処理機能 

 (２) 各種「状態」情報の表示処理機能 

   (ゲート状態、警報状態等) 

 (３) ディスプレイ表示機能 

   各種データの表、グラフ形式による 

   時系列表示機能など 

 (４) 水理・水文情報の設定値 

   オーバー表示機能 

 (５) 機器・装置異常の表示機能 

 (６) 操作卓関係の処理機能各種スイッチ状態 

   の読み込みとそのスイッチに対応する処 

   理機能 

記録機能 

 (１) 操作記録の編集、印字機能 

 (２) 日報、月報、年表の編集、印字機能 

 (３) 通報・警報記録の編集、印字機能 

 (４) データの補填、修正機能 

データ配信機能 

 (１) 水理・水文情報の上位局への転送機能 

 (２) 関連設備へのデータ転送機能 

通報・警報機能 

 (１) 警報(ブザー、電子音など) 吹鳴機能 

 (２) 音声ガイド機能 ※  

(注) ※印の機能はオプション  
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データ収集機能（入力処理） 

（１）貯水位の入力 

（２）開度の入力 

（３）機側状態信号の入力 

（４）観測雨量の入力 

（５）河川水位の入力 

（６）時刻信号の入力 

（７）その他の設備からのデータ入力 

（８）一次加工処理 

   標高変換、０点補正、水位平滑等 

演算機能 

（１）流入量、放流量等ダム諸量の演算 

（２）時間雨量、河川流量等テレメータ 諸量の演算 

（３）各種集計処理 

   日集計、月集計、年集計 

 

（４）その他の演算処理 

（５）ファイルの作成、保存などのファイル処理機能 

表示等の機能 

（１）数値データの表示処理機能 

（２）各種「状態」情報の表示処理機能 

   （ゲート状態、警報状態等） 

（３）ディスプレイ表示機能 

   各種データの表、グラフ形式による 

   時系列表示機能等 

（４）水理・水文情報の設定値 

   オーバー表示機能 

（５）機器・装置異常の表示機能 

（６）操作卓関係の処理機能各種スイッチ 

   状態の読み込みとそのスイッチに対応    

   する処理機能 

記録機能 

（１）操作記録の編集、印字機能 

（２）日報、月報、年表の編集、印字機能 

（３）通報、警報記録の編集、印字機能 

（４）データの補填、修正機能 

データ配信機能 

（１）水理・水文情報の上位局への転送機能 

（２）関連設備へのデータ転送機能 

通報・警報機能 

（１）警報（ブザー、電子音など）吹鳴機能 

（２）音声ガイド機能 ※ 

（注）※印の機能はオプション 

図１－３（２）ダム情報処理装置の機能構成（システムレベルＢ～Ｄ） 

監視機能 

（１）ダム諸量の監視 

   貯水位、流入量放流量などの監視 

（２）テレメータ諸量の監視 

   雨量、河川水位、河川流量の監視 

（３）機器異常、装置異常などの監視 

ダム操作機能 

ダム操作のための各種演算処理 

（１）ダム操作方式決定 

（２）目標放流量の計算 

（３）目標放流量の配分処理機能 

（４）目標開度の計算 

システム制御機能 

（１）時刻の管理機能 

（２）停電、復電の処理機能 

（３）処理系の切替機能 

（４）各種バックアップ機能 

訓練（試験）機能 

（１）ゲートのシミュレーション機能 

   （模擬ゲート） 

（２）貯水池のシミュレーション機能 

   （模擬貯水池） 

（３）実機―試験の切替機能 

（４）訓練（試験）時刻管理、訓練 

     （試験）のための各種制御機能等 

ゲート操作機能 

（１）半自動・自動操作の機能 

（２）開度設定操作の機能 

（３）遠方手動操作の機能 

（４）ゲート動作の監視機能 
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ダム管理用制御処理設（ダム水源地環境整備センター仕様）構成 
 

 

 

 

 ダム管理用制御処理設備のシステム構成〔解説〕 

 

 １．ハードウェアのシステム構成 

   ダム管理用制御処理設備のハードウェアシステム構成を図２－１に示す。 

 

 ２．ダム管理用制御処理設備の機能体系を図２－２～２－３に示す。 
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                                                                      ※２ 管理上の必要性に応じて付加される装置 
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図２－１ ダム管理用制御処理設備 システム構成参考図（ダム水源地環境整備センター仕様第２版） 
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(両面印刷)   

 操作設定 

端末装置 訓
練
装
置 

模擬ゲート装置 

中
継
端
子
盤 

 

 
遠方手動 

操作卓 

接続部 

接続部 

接続部 

接続部 

接続部 

接続部 

接続部 

接続部 

情
報
伝
達
処
理
装
置 

情報管理装置 

時計装置 

電話応答通報装置 

テレメータ装置 

放流警報装置 

堤体観測装置 

水質観測装置 

建屋情報 

関係機関通信装置 

情報表示盤 

警報表示盤 

※２ 

※２ 

※２ 

※２ 

※２ 

※２ 

※２ 

記録用 

端末装置 

 
管理支援装置 

本設備装置 

関連装置 

関連設備 

各機側盤より 

各機側盤へ 

光

ケ

ー

ブ

ル

接

続

盤 

※２ 管理上の必要性に応じて付加される装置 
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入出力処理機能 

 
① 計測情報・状態信号の入力処理 

② 計測情報・状態信号の検定処理 

③ 計測情報の一次加工処理 

・平滑処理 

・標高変換処理 

・ゼロ補正処理 

④ 操作卓信号の入力処理 

⑤ 機側盤への開閉信号の出力処理 

⑥ その他設備への出力処理 

演算処理機能 

① ダム水文量演算処理 

② テレメータ水文量演算処理 

③ 操作演算処理 

④ 情報の判定処理 

⑤ 集計処理 

⑥ データのファイル処理 

情報伝達処理機能 

① 情報の入力処理 

  ・テレメータの入力処理 

  ・放流警報情報の入力処理 

・水質、提体、地震情報の入力処理 

  ・管理設備情報の入力処理 

  ・時刻情報の入力処理 

  ・建屋情報の入力処理 

  ・他機関情報の入力処理 

② 情報の出力処理 

  ・警報表示盤への出力処理 

  ・情報表示盤への出力処理 

  ・関連設備への情報伝達処理 

  ・関係機関への情報伝達処理 

  ・上位機関への情報伝達処理 

   

操作処理機能 

① 遠方手動操作による操作処理 

② 設定操作による操作処理 

③ 放流設備の状態監視処理 

 

訓練・管理支援処理機能 

① 訓練処理 

② ダム流入量予測処理 

③ 流入量計算シミュレーション処理 

④ ダム管理設備保全処理 

 

表示・記録・設定処理機能 

 ① 表示処理 

② 記憶処理 

  ・洪水調節報告用記録処理 

  ・管理日、月、年報の作成処理 

  ・操作記録処理 

③ 操作設定処理 

④ 定数の設定・変更処理 

図２－２ 機能の体系（ダム水源地環境整備センター仕様） 
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貯水位計 

開度計 

流量計 

 

機側盤 

機

側

伝

送

装

置 

 ・計測情報、状態信号の 

         入力処理 

 ・計測情報、状態信号の 

         検定処理 

 ・計測情報の一次加工処理 

 

 ・機側盤への 

     開閉信号出力処理 

 ・操作制御処理 

 

 ・放流設備状態の監視処理 

入出力処理装置 

 

 ・遠方手動操作による 

         操作処理 

 ・放流設備状態の表示処理 

遠方手動操作卓 

 

  ・訓練処理 

訓練装置 

 

図２－３ ダム管理用制御処理設備と関連設備 

 ・２秒毎放流量計算処理 

 

 ・ダム水文量演算処理 

          

 ・テレメータ水文量 

        演算処理 

 ・操作演算処理 

 

 ・情報の判定処理 

演算処理装置Ⅰ・Ⅱ 

 

 ・操作設定処理 

 

 ・異常情報の表示処理 

          

 ・水文量情報の表示処理 

         

 ・定数の設定・変更処理 

表示設定操作卓 

 

FA-LAN OA-LANⅠ 

 ・集計処理 

 

 ・データのファイル処理 

情報管理装置 

 ・関連装置(テレメータ装置、 

   通信装置等)との入出力処  

   理  

 ・表示盤への出力処理 

情報伝達処理装置 

 ・記録処理 

   洪水調節報告用記録 

   日、月、年報 

    操作記録 

記録用端末装置 

 ・管理支援処理 

   ダム流入量予測 

   ダム管理設備保全 

管理支援装置 

OA-LANⅡ 

 ・情報の表示処理 

表示盤 

 

機側盤 

関連装置 

(通信装置等)

  

ダム管理用制御処理設備 
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